
(57)【要約】

【課題】　簡単な構成で安価に電子内視鏡の細径化を実

現させることが可能な電子内視鏡用撮像装置を提供する

。

【解決手段】　電子内視鏡１０に内蔵された電子内視鏡

用撮像装置１６は、ＣＣＤ２３として、撮像面２３ａが

設けられた表面２３ｂの、挿入部１２の後端側の辺縁部

２３ｄに端子２９が集中配置されたベアチップを用いる

。辺縁部２３ｄに対向する挿入部１２の先端側の辺縁部

２７ｂに、端子２９とワイヤボンディングにより接続さ

れる端子３０が集中配置された回路基板２７を、ＣＣＤ

２３に取り付ける。撮像装置１６の要部の厚さは、高々

ベアチップであるＣＣＤ２３、カバーガラス２６、導電

板２８の厚さを加えたものとなり、基板やパッケージの

厚さを計上しなくてもよい。特殊な形状の基板を製造す

ることなく、単純な加工で形成することが可能な部品で

撮像装置１６を製造することができる。

【選択図】　　　　図２

JP 2006-141884 A 2006.6.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 、 生 体 内 の 観 察 部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系
と 、 こ の 対 物 光 学 系 の 光 軸 に 撮 像 面 が 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て 、 プ リ ズ ム に よ り 前 記
像 光 が 前 記 撮 像 面 に 導 光 さ れ 、 前 記 撮 像 面 上 に 空 隙 を 空 け て カ バ ー ガ ラ ス が 取 り 付 け ら れ
た 撮 像 素 子 と を 備 え た 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 撮 像 素 子 と し て 、 前 記 撮 像 面 が 設 け ら れ た 表 面 の 、 前 記 挿 入 部 後 端 側 の 辺 縁 部 に 、
信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た ベ ア チ ッ プ を 用 い る と と も に 、
　 前 記 ベ ア チ ッ プ と 略 同 等 の 厚 さ を も ち 、 前 記 挿 入 部 先 端 側 の 辺 縁 部 に 、 前 記 ベ ア チ ッ プ
の 信 号 端 子 に ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ に よ り 接 続 さ れ る 信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た 回 路 基 板 を
、 前 記 ベ ア チ ッ プ に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ ア チ ッ プ の 裏 面 か ら 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 に 渡 っ て 、 前 記 ベ ア チ ッ プ と 前 記 回 路 基
板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 板 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視
鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 導 電 板 は 、 前 記 ベ ア チ ッ プ の １ ／ ４ 以 上 の 横 幅 を 有 し 、 前 記 ベ ア チ ッ プ お よ び 前 記
回 路 基 板 の 裏 面 の 片 側 に 寄 せ て 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡
用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 電 板 を 介 し て 、 前 記 撮 像 素 子 に 電 子 シ ャ ッ タ の 駆 動 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 、 生 体 内 の 観 察 部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系
と 、 こ の 対 物 光 学 系 の 光 軸 に 撮 像 面 が 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て 、 プ リ ズ ム に よ り 像 光
が 撮 像 面 に 導 光 さ れ 、 撮 像 面 上 に 空 隙 を 空 け て カ バ ー ガ ラ ス が 取 り 付 け ら れ た 撮 像 素 子 と
を 備 え た 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 医 療 分 野 に お い て 、 電 子 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
電 子 内 視 鏡 は 、 そ の 先 端 に Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 を 備 え た 撮 像 装 置 が 内 蔵 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ に
よ り 取 得 し た 撮 像 信 号 に 対 し て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 信 号 処 理 を 施 す こ と で 、 モ ニ タ な ど に
よ っ て 生 体 内 の 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に は 、 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 、 生 体 内 の 観 察 部 位 の
像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系 を 配 置 す る と と も に 、 こ の 対 物 光 学 系 の 光 軸 に 撮 像 面 が
平 行 と な る よ う に Ｃ Ｃ Ｄ を 配 置 し て 、 プ リ ズ ム に よ り 像 光 を 撮 像 面 に 導 光 す る タ イ プ の も
の が あ る 。 こ の よ う な タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 で は 、 撮 像 装 置 自 体 の 光 軸 に 垂 直 な
方 向 の 寸 法 （ 厚 さ ） が 、 電 子 内 視 鏡 の 径 寸 法 に 直 接 的 な 影 響 を 与 え る 。 こ の た め 、 従 来 、
撮 像 装 置 の 厚 さ を な る べ く 小 さ く し て 、 電 子 内 視 鏡 の 細 径 化 を 図 る 様 々 な 試 み が な さ れ て
い る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ が 上 面 に 載 置 さ れ 、 か つ 所 定 方 向 に 延 び る 延 出 部 領 域 を 設 け た
底 面 基 板 と 、 底 面 基 板 の 上 面 に 重 ね ら れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 収 納 部 を 形 成 す る 収 納 孔 を 有 し 、 か つ
所 定 方 向 に 延 び る 延 出 部 領 域 を 設 け た 延 出 部 補 強 用 基 板 と か ら な り 、 底 面 基 板 の 厚 さ を ０
． ５ ｍ ｍ 未 満 に す る と と も に 、 両 基 板 の 延 出 部 領 域 を 重 ね て 側 面 か ら 一 方 向 に 延 び る 延 出
部 を 形 成 し 、 こ の 延 出 部 に 端 子 部 を 設 け た Ｃ Ｃ Ｄ パ ッ ケ ー ジ が 提 案 さ れ て い る 。 こ の Ｃ Ｃ
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Ｄ パ ッ ケ ー ジ に よ れ ば 、 従 来 パ ッ ケ ー ジ の 下 側 に 突 出 さ せ て い た 接 続 ピ ン が 不 要 と な り 、
延 出 部 の 上 部 空 間 を 利 用 し て 信 号 線 を 配 線 す る こ と が で き る の で 、 パ ッ ケ ー ジ 全 体 の 厚 さ
を 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 Ｔ Ａ Ｂ （ Tape Automated Bonding） 方 式 に よ り 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 端 子 に そ の
外 周 か ら 突 出 す る 状 態 で 導 体 リ ー ド を 形 成 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ を 回 路 基 板 の 開 口 孔 に 配 置 し て 、 導
体 リ ー ド を 回 路 基 板 の 端 子 に 接 続 す る こ と で 、 Ｃ Ｃ Ｄ パ ッ ケ ー ジ を 不 要 と し た 内 視 鏡 用 撮
像 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 上 面 の 接 続 端 子 列 の 途 中 に 、 端 子 を 配 置 し な い 空 き 領 域 を 設
定 し 、 こ の 空 き 領 域 に 対 物 光 学 系 の 保 持 部 材 を 近 接 配 置 し た 電 子 内 視 鏡 用 カ メ ラ ヘ ッ ド 装
置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 電 子 内 視 鏡 用 カ メ ラ ヘ ッ ド 装 置 に よ れ ば 、 端 子 接 続 に 用 い る ボ
ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ を 避 け て 対 物 光 学 系 の 保 持 部 材 を 配 置 す る 必 要 が な く な り 、 対 物 光 学 系
の 保 持 部 材 を 近 接 配 置 し た 分 だ け 電 子 内 視 鏡 を 細 径 化 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ８ ５ ３ ９ ３ ９ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ３ ６ ４ ５ ７ ４ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ １ ８ ６ ９ ６ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ お よ び ３ に 記 載 の 技 術 で は 、 基 板 上 に Ｃ Ｃ Ｄ を 載 置 し て い る
の で 、 基 板 の 分 だ け 厚 さ が 大 き く な っ て し ま う 。 そ の う え 、 特 許 文 献 １ で は 、 特 殊 な 形 状
を し た 基 板 を 複 数 用 い て お り 、 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 空 き 領 域 を 設 け る た め に 端 子 の レ
イ ア ウ ト を 考 慮 し な け れ ば な ら ず 、 い ず れ も 部 品 コ ス ト が 嵩 む と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 技 術 で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ パ ッ ケ ー ジ が 不 要 と な る た め 、 特 許 文 献 １
お よ び ３ の よ う に 基 板 の 厚 さ 分 大 き く な る と い う 問 題 は 解 決 さ れ る が 、 回 路 基 板 に Ｃ Ｃ Ｄ
を 配 置 す る た め の 開 口 孔 を 設 け る 必 要 が あ り 、 や は り 部 品 コ ス ト が 嵩 む と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 構 成 で 安 価 に 電 子 内 視 鏡 の 細
径 化 を 実 現 さ せ る こ と が 可 能 な 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 、 生 体 内 の 観 察
部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系 と 、 こ の 対 物 光 学 系 の 光 軸 に 撮 像 面 が 平 行 と な る
よ う に 配 置 さ れ て 、 プ リ ズ ム に よ り 前 記 像 光 が 前 記 撮 像 面 に 導 光 さ れ 、 前 記 撮 像 面 上 に 空
隙 を 空 け て カ バ ー ガ ラ ス が 取 り 付 け ら れ た 撮 像 素 子 と を 備 え た 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お
い て 、 前 記 撮 像 素 子 と し て 、 前 記 撮 像 面 が 設 け ら れ た 表 面 の 、 前 記 挿 入 部 後 端 側 の 辺 縁 部
に 、 信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た ベ ア チ ッ プ を 用 い る と と も に 、 前 記 ベ ア チ ッ プ と 略 同 等 の
厚 さ を も ち 、 前 記 挿 入 部 先 端 側 の 辺 縁 部 に 、 前 記 ベ ア チ ッ プ の 信 号 端 子 に ワ イ ヤ ボ ン デ ィ
ン グ に よ り 接 続 さ れ る 信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た 回 路 基 板 を 、 前 記 ベ ア チ ッ プ に 取 り 付 け
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 前 記 ベ ア チ ッ プ の 裏 面 か ら 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 に 渡 っ て 、 前 記 ベ ア チ ッ プ と 前 記 回
路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 板 を 取 り 付 け る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 導 電 板 は 、
前 記 ベ ア チ ッ プ の １ ／ ４ 以 上 の 横 幅 を 有 し 、 前 記 ベ ア チ ッ プ お よ び 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 の
片 側 に 寄 せ て 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 前 記 導 電 板 を 介 し て 、 前 記 撮 像 素 子 に
電 子 シ ャ ッ タ の 駆 動 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に よ れ ば 、 撮 像 素 子 と し て 、 撮 像 面 が 設 け ら れ た 表 面 の
、 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 後 端 側 の 辺 縁 部 に 、 信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た ベ ア チ ッ プ を 用 い る
と と も に 、 ベ ア チ ッ プ と 略 同 等 の 厚 さ を も ち 、 挿 入 部 先 端 側 の 辺 縁 部 に 、 ベ ア チ ッ プ の 信
号 端 子 に ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ に よ り 接 続 さ れ る 信 号 端 子 が 集 中 配 置 さ れ た 回 路 基 板 を 、 ベ
ア チ ッ プ に 取 り 付 け た の で 、 簡 単 な 構 成 で 安 価 に 電 子 内 視 鏡 の 細 径 化 を 実 現 さ せ る こ と が
可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ 、 お よ び 光
源 装 置 （ 図 示 せ ず ） な ど か ら 構 成 さ れ る 。 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 生 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部
１ ２ と 、 挿 入 部 １ ２ の 基 端 部 分 に 連 設 さ れ た 操 作 部 １ ３ と 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ や 光 源 装
置 に 接 続 さ れ る コ ー ド １ ４ と を 備 え て い る 。 操 作 部 １ ３ に は 、 処 置 具 が 挿 通 さ れ る 鉗 子 口
１ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 １ ２ の 先 端 に 連 設 さ れ た 先 端 部 １ ２ ａ に は 、 生 体 内
撮 影 用 の 撮 像 装 置 １ ６ （ 図 ２ 参 照 ） が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に は 、 撮 像 装 置 １ ６ で 取 得 し た 撮 像 信 号 に 各 種 信 号 処 理 を 施 す 信 号
処 理 回 路 な ど が 、 光 源 装 置 に は 、 コ ー ド １ ４ を 通 し て 電 子 内 視 鏡 １ ０ に 照 明 光 を 供 給 す る
光 源 が そ れ ぞ れ 搭 載 さ れ て お り 、 撮 像 装 置 １ ６ で 撮 像 し た 生 体 内 の 画 像 を 、 モ ニ タ １ ７ に
よ り 観 察 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に お い て 、 先 端 部 １ ２ ａ に は 、 観 察 窓 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 観 察 窓 ２ ０ に は 、 生
体 内 の 観 察 部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 群 ） ２ １ を 保 持 す る 鏡 筒 ２ ２
が 配 設 さ れ て い る 。 鏡 筒 ２ ２ は 、 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸 １ ２ ｂ に 対 物 光 学 系 ２ １ の 光 軸 ２ １
ａ が 平 行 と な る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 鏡 筒 ２ ２ の 後 端 に は 、 鏡 筒 保 持 枠 ２ ２ ａ を 介 し て 対 物 光 学 系 ２ １ を 経 由 し た 観 察 部 位 の
像 光 を Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ に 導 光 す る プ リ ズ ム ２ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 プ リ ズ ム ２ ４ は 、 後 述 す る
カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 対 物 光 学 系 ２ １ の 光 軸 ２ １ ａ と Ｃ Ｃ Ｄ
２ ３ の 撮 像 面 ２ ３ ａ と が 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ る 。 な お 、 図 示 は し て い な い が 、 先 端
部 １ ２ ａ に は 、 生 体 内 の 観 察 部 位 に 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 照 射 す る た め の 照 明 窓 や 、 鉗
子 口 １ ５ に 連 通 し た 鉗 子 出 口 な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ は 、 例 え ば イ ン タ ー ラ イ ン 型 の Ｃ Ｃ Ｄ か ら な り 、 撮 像 面 ２ ３ ａ が 表 面 ２ ３ ｂ
に 設 け ら れ た ベ ア チ ッ プ が 用 い ら れ る 。 図 ３ に も 示 す よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 撮 像 面 ２ ３ ａ
上 に は 、 四 角 枠 状 の ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て 矩 形 板 状 の カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。 こ れ ら Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ は 、 接 着 剤 で 互 い に 接
着 さ れ て 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 後 端 面 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 略 同 等 の 厚 さ を も つ 回 路 基 板 ２ ７ が 、 接 着 剤 に よ
り 接 着 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 裏 面 ２ ３ ｃ か ら 回 路 基 板 ２ ７ の 裏 面 ２ ７ ａ に 渡 っ
て 、 銀 ペ ー ス ト に よ り 導 電 板 ２ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 導 電 板 ２ ８ は 、 図 示 し な い ス ル
ー ホ ー ル を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ と を 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 こ の 導 電 板 ２ ８
を 介 し て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ に 電 子 シ ャ ッ タ の 駆 動 制 御 信 号 、 例 え ば 、 オ ー バ ー フ ロ ー ド レ イ ン
制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
導 電 板 ２ ８ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ と の 接 着 を 機 械 的 に 補 強 す る た め に 、 そ の 横 幅
ｄ １ が Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 横 幅 ｄ ２ の １ ／ ４ 以 上 と な っ て お り 、 放 熱 性 に 優 れ た 材 質 、 例 え ば 銅
板 か ら な る 。 な お 、 導 電 板 ２ ８ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ 程 度 の 厚 さ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 表 面 ２ ３ ｂ の 、 挿 入 部 １ ２ の 後 端 側 の 辺 縁 部 ２ ３ ｄ に は 、 端 子 ２ ９ が 集 中 配
置 さ れ て い る 。 一 方 、 回 路 基 板 ２ ７ に は 、 辺 縁 部 ２ ３ ｄ に 対 向 す る 挿 入 部 １ ２ の 先 端 側 の
辺 縁 部 ２ ７ ｂ に 、 端 子 ３ ０ が 集 中 配 置 さ れ て い る 。 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ ０ と は 、 ボ ン デ ィ ン
グ ワ イ ヤ ３ １ に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 回 路 基 板 ２ ７ の 端 子 ３ ０ の 後 端 側 に は 、 コ
ー ド １ ４ を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に 各 種 信 号 を 入 出 力 す る た め の 信 号 線 ３ ２ が 半 田 付
け さ れ る 入 出 力 端 子 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 端 子 ２ ９ 、 ３ ０ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ １ は 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 封 止 さ れ て い る
。 ま た 、 ス ペ ー サ ２ ５ に よ り 形 成 さ れ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 の 空 隙 の 気
密 性 を 確 保 す る た め に 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止
剤 ３ ５ が 塗 布 さ れ て い る 。 封 止 剤 ３ ４ 、 ３ ５ は 、 例 え ば 一 液 硬 化 性 の エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
封 止 剤 ３ ５ は 、 ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ が 取 り 付 け ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回
路 基 板 ２ ７ と を 接 着 し て 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ １ に よ り 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ ０ と を 接 続 し
、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ ０ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ １ を 封 止 し た 後 に 塗 布
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 上 記 実 施 形 態 に よ る 撮 像 装 置 １ ６ の 製 造 手 順 を 説 明 す る 。 ま ず 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 撮 像
面 ２ ３ ａ 上 に 、 ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 取 り 付 け 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 後 端 面 に 回 路 基 板 ２ ７ を 接 着 す る 。 次 い で
、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ １ に よ り 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ ０ と を 接 続 し 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子
２ ９ 、 ３ ０ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ １ を 封 止 す る 。 そ し て 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び
カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止 剤 ３ ５ を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
封 止 剤 ３ ５ の 塗 布 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ の 裏 面 に 導 電 板 ２ ８ を 片 側 に 寄 せ て 懸 け
渡 す 。 こ の と き 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ に 設 け た ス ル ー ホ ー ル を 介 し て 、 導 電 板
２ ８ で Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ と を 電 気 的 に 接 続 す る 。 最 後 に 、 鏡 筒 保 持 枠 ２ ２ ａ に 接
続 さ れ た プ リ ズ ム ２ ４ に 、 接 着 剤 に よ り カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 の よ う に 製 造 さ れ た 撮 像 装 置 １ ６ を 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ に 内
蔵 し 、 コ ー ド １ ４ を 介 し て 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 光 源 装 置 お よ び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に 接 続 し
、 挿 入 部 １ ２ を 生 体 内 に 挿 入 し て 、 撮 像 装 置 １ ６ に よ る 生 体 内 の 観 察 部 位 の 画 像 を モ ニ タ
１ ７ で 観 察 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 の よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と し て 、 撮 像 面 ２ ３ ａ が 設 け ら れ た 表 面 ２ ３ ｂ の 、 挿 入 部 １ ２
の 後 端 側 の 辺 縁 部 ２ ３ ｄ に 、 端 子 ２ ９ が 集 中 配 置 さ れ た ベ ア チ ッ プ を 用 い る と と も に 、 辺
縁 部 ２ ３ ｄ に 対 向 す る 挿 入 部 １ ２ の 先 端 側 の 辺 縁 部 ２ ７ ｂ に 、 端 子 ２ ９ と ワ イ ヤ ボ ン デ ィ
ン グ に よ り 接 続 さ れ る 端 子 ３ ０ が 集 中 配 置 さ れ た 回 路 基 板 ２ ７ を 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ に 取 り 付 け
た の で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ か ら カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ ま で の 厚 み ｄ ３ を 極 め て 小
さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 撮 像 装 置 １ ６ の 要 部 の 厚 さ は 、 高 々 ベ ア チ ッ プ で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ 、 カ バ ー ガ ラ ス ２
６ 、 導 電 板 ２ ８ の 厚 さ を 加 え た も の と な り 、 従 来 の よ う に 基 板 や パ ッ ケ ー ジ の 厚 さ を 計 上
し な く て も よ い 。 さ ら に 、 従 来 の よ う に 特 殊 な 形 状 の 基 板 を 製 造 す る こ と な く 、 単 純 な 加
工 で 形 成 す る こ と が 可 能 な 部 品 で 撮 像 装 置 １ ６ を 製 造 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 簡
単 な 構 成 で 安 価 に 電 子 内 視 鏡 の 細 径 化 を 実 現 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ の 裏 面 ２ ３ ｃ 、 ２ ７ ａ に 、 導 電 板 ２ ８ を 懸 け 渡 し た
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の で 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ と の 接 着 が 機 械 的 に 補 強 さ れ る と と も に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ を
駆 動 す る 際 に Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ で 発 生 す る 熱 が 、 導 電 板 ２ ８ を 伝 っ て 効 率 的
に 外 部 に 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 導 電 板 ２ ８ の 横 幅 ｄ １ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 横 幅 ｄ ２ の １ ／ ４ 以 上 で あ れ ば よ く 、 Ｃ Ｃ
Ｄ ２ ３ の 横 幅 ｄ ２ と 略 同 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 に 空 隙 を 空 け る た め に 、 ス ペ ー
サ ２ ５ を 使 用 し て い る が 、 ス ペ ー サ ２ ５ の 代 わ り に 透 明 接 着 剤 を 用 い て も よ く 、 カ バ ー ガ
ラ ス ２ ６ に 脚 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸 １ ２ ｂ に 対 物 光 学 系 ２ １ の 光 軸 ２ １ ａ が 平
行 と な る よ う に 取 り 付 け た 、 い わ ゆ る 直 視 型 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、
側 視 型 の 電 子 内 視 鏡 で あ っ て も 、 対 物 光 学 系 ２ １ の 光 軸 ２ １ ａ と Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 撮 像 面 ２ ３
ａ が 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ る も の で あ れ ば 、 本 発 明 は 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 構 成 を 示 す 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｃ Ｃ Ｄ 、 ス ペ ー サ 、 カ バ ー ガ ラ ス 、 お よ び 回 路 基 板 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ２ 　 電 子 内 視 鏡 装 置
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ １ 　 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 １ ２ 　 挿 入 部
　 １ ２ ａ 　 先 端 部
　 １ ６ 　 撮 像 装 置
　 ２ ３ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 ２ ３ ａ 　 撮 像 面
　 ２ ３ ｄ 　 辺 縁 部
　 ２ ６ 　 カ バ ー ガ ラ ス
　 ２ ７ 　 回 路 基 板
　 ２ ７ ｂ 　 辺 縁 部
　 ２ ８ 　 導 電 板
　 ２ ９ 、 ３ ０ 　 端 子
　 ３ １ 　 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ
　 ３ ４ 、 ３ ５ 　 封 止 剤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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